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林産都市の地域インフラモデル 
―千葉県山武市における都市・農村交流拠点の計画― 
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In this proposal, wooden architecture for the forest-products city is designed. The purpose is creating an interaction between man and 
environment. If it says a little more concretely, the environment of the area is formed by the local-produced material and people living there, 
 and at being in the state which can be recognized as a natural part. 
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１.背景 
1-1.建築、都市の抽象化 
現代の建築、都市は人工化され、物的環境に対する配慮に乏しい。それは抽象化した、どこか捉えどころのない存在で
ある。本来の建築や都市空間は、自然とその中での人間の活動の間で作られたり、関係づけられたりするべきではないだ
ろうか。 
 1-2．身近な存在である木、木材 
   木は、太陽エネルギーと地中の水分によって繰り返し生産可能な天然資源である。また、木材は人にとってなじみのあ
る素材であると同時に、農作物のように生産と消費の関係が見えやすい生物資源である。この点で、人が身の回りの環境
に対する認識を大きくする存在であると言える。 
２．テーマ「環境、建築、人のつながりを生む木質建築」 
   本設計では、林産地における木質建築の設計提案を行う。その地域の環境が、地場の資源とそこに住む人で形成され、
自然の一部として認識可能な環境、人間と環境との間に相互作用を生みだすことを目的とする。 
３．対象エリアについて ―千葉県山武市― 
 3-1．概要 
  山武市は、千葉県東部、外房地域に位置する、人口 5.6 万人
の都市である。（図１）2006 年に山武町、成東町、松尾町、
蓮沼村が合併し誕生した。九十九里海岸と沖積平野、その後背
に位置する丘陵は農林漁業が盛んな地域である。 
3-2．山武市における一次産業の現状 
  この地の林業は、古くから山武杉と呼ばれる杉の産地として
有名であったが、現在は林業に従事する人の高齢化、資源の
需要と供給のアンバランスが原因となり、荒れた山林が目立
つ。また、農業においては耕作が放棄された荒地の増加が問
題となっている。 
 3-3．敷地 ―山武市成東町成東駅北側の荒れ地―                        
  対象敷地とする荒れ地は、40 年ほど前までは周囲の環境と 
同じように水田であった。開発のために買収されて以降、手 
が付けられず、荒れ地の状態が続いている。(図２) 
 
図1．千葉県山武市 
図２．敷地現況 
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４．プログラム「滞在型市民農園を拠点とした都市・農村交流施設」 
 4-1.概要 
  この農園を利用するのは、主に滞在施設と農園を借り受け生
活する農園居住者、この地を訪れ農園に触れる旅行者、共同農
園を利用する山武市民である。この場所が拠点となり、農を通
じた農園居住者と周辺の農村集落住民の交流、地元学生による
農業体験学習などが行われる。（図３） 
 4-2．運営主体 
  運営は山武市と地元の農協が主体となり行う。農業指導、農   
地の維持管理などには、農業経験のある地元住民、高齢者の参  
加も考慮する。 
５．計画 
5-1．マスタープラン（図４） 
総面積…72300 ㎡ 
■滞在型農園…33000 ㎡ 
・住居、個人の農地×43 戸…13000 ㎡ 
・管理・集会施設…600 ㎡ 
・駐車場…1700 ㎡ 
・その他緑地など…17700 ㎡ 
■市民共同農園、観光農園…39300 ㎡ 
＜市民共同農園＞ 
・農地…6930 ㎡ 
・管理・集会施設…600 ㎡ 
＜観光農園＞ 
・農地…6200 ㎡ 
・管理集会施設…600 ㎡ 
・観光、共同農園用駐車場…2850 ㎡ 
・その他緑地など…22000 ㎡ 
5-2．住戸計画 
 滞在型農園の住戸は、屋根に覆われた下 
に、外部環境を内包するように居室を設け 
た。作業（農作業）のためのスペースを中 
心に置き、内外ともに快適に過ごすことの 
できるように計画した。 
図３．アクティビティの広がり 
図４．全体図 
図５．住戸プランの一例 
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